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－－法は本当に危険か！立憲主義の行方は！
抑止力は！国民運動の上に立つ政府とは！－－

安保法制は可決されましたが、その後も集会やスタンディン

グさらには学習会など国民の抗議の行動は収まりません。「茅野

市９条の会」と「諏訪湖・八ヶ岳地域ぐるみの会」では法案の

段階から学習会を持ち、広く市町村民に知ってもらう努力を重

ねてきましたが、今回中央から著名な講師をお呼びし学習会を

開催することにしました。

どなたでも参加できます。年末のあわただしい時節ではあり

ますが、たくさんのご来場をお待ちしています。

■ 2015年 12 月 26 日（土）午後１時 30 分から
■茅野市家庭教育センター（裏面地図参照）
■参加費 ５００円
■駐車場はちの保育園東大駐車場もご利用いただけます。（会場より徒歩３分）

小森陽一（こもりよういち）プロフィール
1953 年、東京都生まれ。北海道大学大学院文学研究科博士課程修了。東京大学大学院総合文化研究
科教授。日本近代文学専攻。九条の会事務局長。

著書：『漱石を読みなおす』（ちくま新書）、『漱石論― 21世紀を生き抜くために』（岩波書店）、『こと
ばの力 平和の力』（かもがわ出版）、『天皇の玉音放送』（朝日文庫）『記憶せよ『抗議せよ、そして、

生き延びよ―小森陽一対談集』（シネ・フロント社）、『３.11を生きのびる―憲法が息づく日本へ』『沖
縄とヤマト―「縁の糸」をつなぎ直すために』（共著、かもがわ出版）、『橋下「維新の会」の手口を

読み解く』（新日本出版社）、『反撃―民意は社会を変える』『安倍改憲の野望――この国はどこへ行く

のか』（共著、かもがわ出版）、「死者の声、生者の言葉――文学で問う原発の日本」(新日本出版社)、

『あの出来事を憶えておこう』（新日本出版社)、「軍事立国への野望」(共著、かもがわ出版)など著

書多数。

主催 茅野市9条の会
共催 諏訪湖・八ヶ岳地域ぐるみの会
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